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分類 書名   著者名 出版者名 

哲学・心理・宗教 

175.9/ｼﾞ/  人生で一度は行きたい東海の神社   ぴあ株式会社中部支社 

  人生で一度は行くべき東海の神社 118社を紹介。「神宮」「総本社」「神社の祖」「一宮」や、さまざまな願いを

叶える開運神社などを網羅。神さまと神社の基礎知識も収録する。データ:2025年 9月現在。  

歴史・地理 

215.3/ﾖ/  岐阜県のお城・館一覧  横山明弘／編著 サンライズ出版 

  岐阜県内の 1100以上のお城や館を網羅。市町村ごとに、各城館の所在地・築城年・主な城主・廃城年・主な

遺構などのデータを表形式で掲載する。カラー版城館地図、エッセーも収録。  

社会 

326/ｱ/  なくなればいいのに。  穴沢大輔／著 自由国民社 

  おつりが多かったが知らないふりをした、クレジットカードを借りた、確定申告をしないで放っておいた…。これは

「罪」か? 身近なケースを題材に「教養としての刑法学」を解説する。刑法の条文等が見られる QRコード付き。 

367.2/ｳ/  上野さん、主婦の私の当事者研究につきあってください 上野千鶴子,森田さち／著 晶文社 

  3人の子を育てる普通の主婦・森田さちと、社会学者にして日本を代表するフェミニスト・上野千鶴子による対

話。主婦が自らの人生を振り返り、「なぜ私はいつも生きづらかったのか?」と問い、社会学者がそれに応答する。 

図 書 館 だ よ り 

あたらしく入った本 

本館１階展示コーナー 

開催中～1/15(木)まで 

 干支は古代中国で生まれた年月・時刻・

方角を示す呼称です。2026 年はうま年。

干支の由来についての本や、うまが出てく

る本をご紹介します。 

本の中身がわからないように包んで、

貸出します。幼児、小学校低学年・中学

年・高学年、中・高校生、大人向けと、年

齢別になっています。普段は手に取らな

い本との出会いをぜひ楽しんでください。 

1/6(火)～1/18(日) 

可児市読書サークル協議会と図書

館の共催で、新春かるた会を開催

します。 

日時►令和８年１月３１日(土) 

      ９時３０分～１１時３０分 

会場►広見地区センター 和室 

※図書館ではありませんのでご注

意ください。 

参加費：無料 

定員：20名(先着順) 

申込受付：令和 8年１月６日(火)～ 

申込方法：申込フォーム 

 

 

(https://logoform.jp/f/hcNay) 

または電話(62-5120本館) 

※定員に達し次第、申込を締め切ります。 

※申込が 5 人未満の場合は、中止とさせて

いただきます。 
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自然科学・医学 

410.4/ﾁ/  非常識な数学教室  ユージニア・チェン／著 白揚社 

  1+1=2だけじゃない。1+1=0 も、1+1=1 も、1+1>2 も、あり!? アメリカで大人気の数学者が、教科書的な

計算や公式にとらわれない、自由な発想と独創的な思考のプロセスを鮮やかに語る。 

493.76/ﾋ/  自閉症の僕が、今も跳びはねる理由  東田直樹／著 KADOKAWA 

  奇声は止められる? 人の目の前を横切るのはどうして? ひとりでいるのはなぜ? 自閉症者の内面を Q&A方

式で綴る。「文字盤ポインティング」によるコミュニケーション方法も公開する。実物大の文字盤付き。  

芸術、工芸 

779.9/ﾐ/  ようやくカレッジに行きまして  光浦靖子／著 文藝春秋 

  2022年 8月、ワーキングビザを目指しシェフ訓練校に入学した 50代の学生ヤスコ。過酷で多忙で涙と幸せ

の詰まったカナダ奮闘記。『オール讀物』掲載に書き下ろしを加え書籍化。 

日本文学－文学・詩歌・小説・エッセイ 

911.6/ﾏ/  ハロー、マイ・ユーミン  松任谷由実／著 ポプラ社 

  デビューから 53年、ユーミンのすべてが 1冊に! 「ひこうき雲」から提供曲まで、本人監修のもと全楽曲を再校

正し、1ページに 1曲掲載した歌詞集。直筆歌詞&創作秘話も収録。愛蔵版も同時刊行。  

913.6/ｲﾁ/  アフター・ユー  一穂ミチ／著 文藝春秋 

  タクシー運転手・青吾の恋人・多実が、見知らぬ男性と五島列島の遠鹿島で海難事故に遭い、行方不明になった。謎

の多い事故の真実を求めて、青吾は男の妻だという沙都子と遠鹿島へ向かい…。『別冊文藝春秋』他連載に加筆。 

913.6/ｼﾗ/  睡蓮  白石一文／著 新潮社 

  最愛の兄の元を突然去り、幼なじみと再婚していた義姉と、1年半振りに会った元新聞社勤務の 67歳の櫻子。

義姉は、モネの「睡蓮」こそが人生を決定づけたという。そして、離婚と再婚の真意を語り始め…。  

913.6/ﾅｶ/  とどけチャイコフスキー  中山七里／著 宝島社 

  文化的鎖国状態のロシアで、「他国の音楽は不要」と主張するモスクワ音楽院の学部長が殺された。海外巡業

中の日本人ピアニスト・岬だけが気づいた事件の真相とは-。「岬洋介」シリーズ。電子書籍を書籍化。 

913.6/ﾎﾝ/ たとえば孤独という名の噓  誉田哲也／著 文藝春秋 

  警視庁公安部の佐島の大学時代の友人・稲澤が、勤務先の女性部下・矢代を殺害した容疑をかけられた。被害

者は、佐島と稲澤が学生時代に恋い焦がれた女性・綾と瓜二つだった…。『オール讀物』掲載を単行本化。  

913.6/ﾐﾅ/  暁星  湊かなえ／著 双葉社 

  現役の文部科学大臣で文壇の大御所作家でもある清水義之が、男に刺されて死亡した。逮捕された男・永瀬暁は週

刊誌に手記を発表しはじめる。そこには、清水が深く関わっているとされる新興宗教に対する恨みが綴られていて…。  

913.6/ﾐﾔ/  成瀬は都を駆け抜ける  宮島未奈／著 新潮社 

  達磨研究会なるサークル、簿記 YouTuber。京大生となった成瀬は新たな仲間たちと出会い、京都の街をひた走る。

一方、東京の大学に進学した島崎のもとに、ある知らせが…。『小説新潮』掲載に書き下ろしを加え書籍化。  

914.6/ﾌｼ/   あの人と、あのとき、食べた  椹野道流／著 二見書房 

  みんなで食べたお正月のうどんすき、夏のしゅわしゅわの喜び、イギリスで出会った個性的な店主たち、父のお気

に入りだった牛肉とトマトの炒め煮…。忘れられない人々との「食にまつわる記憶」を描きとめたエッセイ集。  

TRC MARCより 

 

 

 

 

 「図書館だより」2026 年１月号 発行：可児市立図書館 本館 

所在地：岐阜県可児市広見 570-5 電話：（0574）62-5120 https://www.kani-lib.jp/  

スマート

フォン用

サイト 

開館時間【本館】平日 10:00～19:00 土日祝 10:00～17:00 

【帷子・桜ケ丘分館】9:00～17:00 

【カニミライブ図書館】10:00～20:00（年中無休） 

本館、帷子・桜ケ丘分館休館日 

 毎週月曜日、毎月最終金曜日 

1 月 1～5，12，19，26，30 日 

https://www.kani-lib.jp/

